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＜連絡事項＞

· 6/22（金）15：30から青陽館で食事のシミュレーションを行う。（留守番：川井、月舘、上平）

· 6/22（金）嗜好調査の締め切り。アンケートの回収を実施すること。

＜外来情報＞

· 平　康子様　　～腰痛が良くなったとの事。昨日の睡眠について「午前２時まで眠れなかった」と　　
話される。
· 中居　松男様　～デイケアの階段を上る時に足が痛くなったが、降りる時は痛みがなかったとの事。
· 鈴木　恵美子　～「ビリーズ・ブートキャンプをやって体重が減り、体が楽になった」と報告され　　

る。

· 長瀬　紘一郎様～胃痛がまだ時々あると話される。頓服で胃痛薬が7日分処方あり。

· 前野　義勝様　～「ビリーズ・ブートキャンプをやって体重が減少した。この調子で行けば、８月　　
には61㎏になる。」と話される。
· 柳町　信之様　～「本日もナイトケアに行く。痛みも終結もないが、肛門科には月に1～2回受診　　

している。」と話される。また、右足の甲に多数の発赤・小丘疹が出ている為、26日（火）に外来を受診し野沢Drに見ていただくとのこと。
・山田　健次様　～「足の痛みは、もう少ししたら治りそうな気がする」と話される。主治医よりナイトケアを欠席する際はナイトケアへ連絡するようにアドバイスを受けている。
・鹿原　博夫様～そばを６食作ったと話している。本人の皮膚が日光に過敏に反応する為、主治医より日光にあまり当たらないようにとアドバイスを受けている。

＜利用者様情報＞

・本多　富美様～　本日、14:00から御家族に通所スタッフ（木村）がデイケア利用についての説明を

行う。
・小野寺　文明様～本日、デイケアに利用申込書が届いている。主治医指示箋は下平ＰＳＷが準備中。食事箋はデイケア担当スタッフ（小笠原）が準備を行う。6/28（木）より正式利用予定。

・袴田　淑子様　～本日、デイナイトケアを体験利用としている。青風荘の様子を確認すると「眠れなかった」「何をして良いのかわからない」と話される。

　　　　　　　　　→青風荘での様子について定期的に本人に確認し関係機関に情報提供を行う。

・五日市　公様　～昼食時、副食の人参だけを盛り付ける、ご飯を盛ったこと忘れ、もう一度盛ろうとする等のいつもと違った様子が見られている。

→本人の様子を観察し関係機関に情報提供を行う。

・北嶋　　剛様　～本日、本人から電話連絡あり。「薬が良いのか、だんだんと良くなって来たような気がする。暗くなると外に出られるようになってきた」と話しがあり。明日、三川クリニックを受診し、服薬とデイケアの通所について話し合ってくるとの事。入浴は週１回行うことが出来ているとの事。

＜事例検討＞

鈴木　恵美子様（59）　精神発達遅滞　糖尿病　（デイケア利用8年8ヶ月）

治療計画

①糖尿病・高血圧・肥満について知識を持ち、健康管理をできるようになる。

　②金銭管理の指導の実施。

〇　デイケアでの様子

· 運動プログラムには積極的に参加している。

· 「毎日、家からずっと歩いて来るかな」と話される。

· 体重測定は毎日実施しているが、体重の減少は見られない。（他者より外食や間食でたくさん食べていると情報あり。）

· 「7000円を落とした」と話されている。

· スタッフの見えない所で他者と物のやり取りを行っている。

· 上半身の肥満が著明な分、膝に体重付加がかかっている。

· 血糖値を自己コントロールしようとして検査前に糖尿病の薬を服用することがある。

治療計画①について

〇今後の支援計画

· 過去に膝に水がたまることがあった為、長時間歩いて通所しないよう本人へ伝えていく。

· 炎天下を歩いて通所することの危険性を繰り返し説明していく。

· 間食などがあった場合にはその都度、繰り返し面談を行っていく。

· 糖尿病手帳を本人に持ってもらう。

· 定期的に母親に連絡をとり、生活状況を確認と家で困っていることがないかの確認していく。

治療計画②について

〇今後の支援計画

· 小遣い帳を毎週木曜日に確認していく。

· 定期的に面談をおこない、デイケアでのルール（金銭などのやり取りをしないことなど）を繰り返し本人へ伝えていく。

· 金銭のやりとりがあった場合にはその都度、面談を実施し、必要がある場合は家族と連絡をとる。










